
研究会合報告──2018年度～2019年度

シンポジウム・講演会・研究例会ほか

〈年次集会〉

●第13回年次集会
日時：2019年 1 月26日（土）
会場：東洋大学白山校舎 2 号館16階スカイホール中央

・開会の挨拶：アジア文化研究所所長　後藤武秀
【院生研究員発表】
・�「日本宣教を支える韓国的要素―広島第一教会を事例に―」荻翔一（東洋大学アジア文化研究所

院生研究員）
・�「唐「祁連郡王李公（元淳）墓誌銘」の考察」小林栄輝（東洋大学アジア文化研究所院生研究員）
・�「近代朝鮮の電信線架設とその歴史的意義」中村祐也（東洋大学アジア文化研究所院生研究員）

【研究員・客員研究員発表】
・…「王符『潜夫論』講読研究会の紹介」佐藤三千夫（アジア文化研究所…客員研究員）
・…「日本の資源ナショナリズム…―田中信玄と杉本茂の活動を中心に」シナン・レヴェント（アジア

文化研究所 客員研究員）
・�「韓国国籍法が日韓重国籍者に及ぼす問題」吉川 美華（アジア文化研究所 客員研究員）

【研究所プロジェクト報告】
・…アジア諸言語史資料の汎用性データベース開発と構築」（三沢プロジェクト）
・「……在日ムスリムによる多文化共生社会構築の試み―インドネシア人，トルコ人，パキスタン人
の宗教ネットワークを事例に―」（子島プロジェクト）

【大型プロジェクト「一帯一路」経済政策による中国経済の海外進展とその関係諸地域に及ぼす文
化的影響】
・�司会：後藤 武秀（アジア文化研究所研究員）
・�「中国东北地区振兴与一带一路构想」崔 岩（辽宁大学日本研究所 教授）
・�「一带一路视角下的东北亚经济合作」张 东明（辽宁大学东北亚研究所 教授）
・�「中国“一带一路”倡议在中亚的机遇与调整」崔 铮（辽宁大学转型国家经济政治研究中心 副教授）
・�閉会の挨拶： 松本 誠一（アジア文化研究所研究員）

開会の挨拶　後藤所長 会場風景
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〈シンポジウム〉

●アジア文化研究所公開国際シンポジウム
　�The�Roots�of�the�Japanese�Policy�against�the�Middle�East�and�
Islam：�Reconsiderations�on�100th�Anniversary�of�Paris�　Peace�
Conference�（1919）　日本の中東イスラーム政策の原点─パリ講
和会議100周年を契機として─

日時：2019年 6 月22日（土）-23日（日）
会場：東洋大学白山校舎 8 号館 7 階125記念ホール
主催：東洋大学アジア文化研究所…

プログラム
〈 6 月22日（土）〉
【挨拶】
・…北脇…秀敏（東洋大学…副学長）
・…後藤…武秀（東洋大学アジア文化研究所…所長）

【基調講演】
・…三沢…伸生（東洋大学社会学部）「第一次世界大戦期における日本と中東の関係」
・…長谷部…圭彦（東洋大学アジア文化研究所・客員研究員）「大谷光瑞伯爵による新トルコ共和国へ

の投資」
〈 6 月23日（日）〉
【シンポジウム】
・…加藤博（一橋大学名誉教授／元日本中東学会会長）“The…Japanese…Advance…to…the…Suez…Canal…

in…the…Period…between…two…World…Wars,…Viewed…from…the…Statistics…on…Trade…in…Port…Said”
・…臼杵陽（日本女子大学教授／元日本中東学会会長）“OKUTOMI…Roka’s…Trip… from…Egypt…to…

Palestine…by…Train…in…1919：…How…did…he…describe…Port…Said?…”…（tentative）
・…村田奈々子…（東洋大学文学部教授）“A…Japanese…Ship…Helping…Out…Greek…Refugees…on…the…Quay…

of…Smyrna…in…1922”（tentative）

シンポジウム会場風景 左から村田奈々子教授，Ass.�Prof.�Göknur�
AKÇADAĞ，臼杵陽教授，加藤博教授，長澤栄
治元中東学会会長

国際シンポジウムポスター
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・…Ass.Prof.…Göknur…AKÇADAĞ…（Nişantası…University,… Istanbul… -…TURKEY）…“An…Aftermath…of…
Paris…Peace…Conference：…Christian…Refugees…and…a…Japanese…Ship…in…Izmir…1922”

・…Ass.Prof.… Sinan…LEVENT…（Ankara…University,…Ankara… ‒…TURKEY）…“The…Relationship…
between…New…Republic…of…Turkey…and…Japan”

【コメンテーター】
・…長澤英治（東京外国語大学AA研/元日本中東学会会長）
・…Ass.Prof.…Sinan…LEVENT…（Ankara…University,…Ankara…‒…TURKEY）

●�アジア文化研究所公開シンポジウム「中国史研究と史料利用の現
況─漢籍・石刻・檔案─」

日時：2019年11月23日（土）
会場：東洋大学白山校舎 5 号館 2 階5209教室
主催：…井上円了記念研究助成・研究所プロジェクト「東洋大学に所

蔵される中国語諸史資料のデータベース構築と開発活用」（研
究代表：千葉正史）

共催：東洋大学アジア文化研究所「東アジア地域における統合と交
流」研究班（代表：千葉正史）
後援：白山史学会

要旨：今年度採択された東洋大学井上円了記念研究助成の研究所プ
ロジェクト（東洋大学アジア文化研究所）「東洋大学に所蔵される
中国語諸史資料のデータベース構築と開発活用」（代表・千葉正史研究員／文学部史学科教授）では，
現在本学所蔵の漢籍を中心とする中国語史資料のデータベース化のための調査を実施しているが，
こうした諸史資料が現実的にどのように利用されているのかという点は，史資料を扱う上で，常に
問題意識として共有しなければならない。このような観点に基づき，本プロジェクトでは，今回，

「中国史研究と史料利用の現況―漢籍・石刻・档案―」というタイトルでシンポジウムを行うが，
主として歴史研究の側から，中国語史資料の利用・活用方法について，研究者間における問題意識
の共有を図るとともに，広く中国学を専攻する学生や一般の方へ周知することを目的としている。
今回は特に，国内外で主として特殊な分野の漢籍史料を駆使し，現在の中国史研究の一線で研究を
進めている先生方を招聘する基調報告と，現在の中国・台湾において実践的に如何に史資料が利用
されているのかという現状を報告する研究報告を行う予定である。

公開シンポジウムポスター

大澤正昭教授基調報告 胡耀飛副教授基調報告
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プログラム
・�基調報告

「中国農書をどう読むか ―農書の有効性と限界―」大澤 正昭（上智大学名誉教授・東洋文庫研究員）
「《資治通鑑考異》所見《九國志》輯考」胡 耀飛（陝西師範大学副教授）・通訳：速水 大（アジア
文化研究所客員研究員）
・�研究報告

「清末・民国時期檔案史料 の公開と利用の現況―中国・台湾における中央政府檔案公開を中心に―」
千葉 正史（東洋大学教授・アジア文化研究所研究員）

「留学生が見た中国での史料取り扱いのいま」兼平 雅子（立正大学大学院博士後期課程満期退学／
陝西師範大学留学）・井上 満奈実（東北大学大学院博士後期課程／浙江大学留学）

●アジア文化研究所共催 地域文化学会 公開シンポジウム「現代に活かす韓国の思想」
日時：2019年11月23日（土）
会場：東洋大学白山校舎 5 号館 3 階5310教室
共催：東洋大学アジア文化研究所・地域文化学会

講演演目
「全琫準と田中正造の公共的生き方」朴 孟洙（韓国, 圓光　大学校総長）
「東学の生命思想と現代」趙 晟桓（韓国, 圓光大学校圓仏教　思想研究所責任研究員）
「韓国の思想の現代的意義」北島 義信（四日市大学名誉教授）

圓光大学校総長　朴 孟洙教授 会場風景
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〈研究例会〉

●アジア文化研究所�第 1 回研究例会
　「中国経済のグローバル化と経済発展」
日時：2019年 7 月13日（土）
会場：東洋大学白山校舎 6 号館 3 階6307教室
共催：…アジア文化研究所内「構造転換期の中国経済と社会」…
　　　研究班（代表・郝…仁平）

プログラム
・…劉…永鴿…研究員…/経営学部教授
　「中国通信機器多国籍企業の国際化戦略とリスク管理…」
・…薛…軍…南開大学グローバル経済研究センター長…/教授
　…「中国民営企業の海外買収の投資と融資手段…─…TOP500に基づく

データ分析…─」
・…郝…雲宏…浙江工商大学マネジメント学部長…/教授
　「企業組織形態の変化とマネジメント」
※使用言語：中国語…（日本語通訳付）

●�アジア文化研究所�第 2 回研究例会
「一帯一路構想の進展と地域開発」

日時：2019年12月21日（土）
場所：東洋大学白山校舎 8 号館 3 階8304教室
共催：アジア文化研究所内「構造転換期の中国経済と社会」
研究班（代表・郝…仁平）
※使用言語：中国語（日本語通訳付）

プログラム
・…賈…明徳／西北大学副学長・教授
　「中国（陝西）自由貿易実験区の建設：現状と課題」

薛軍教授講演 研究例会　会場風景

第 1回研究例会ポスター

第 2回研究例会ポスター
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・�王 満倉／西北大学公共経済研究所所長・教授
　「オフショア金融と一帯一路の協調発展」
・�林 興／福建江夏学院大学講師・東洋大学外国人客員研究員
　「一帯一路構想の進展と福建省の経済開発」

 〈学　会〉

●�アジア文化研究所2019研究例会「離島における保健看護活動の展開」・島嶼コミュニティ学会 【第
18回 島カフェ】

日時：2018年 5 月25日（土）
会場：東洋大学白山校舎 6 号館 4 階6404教室
主催：島嶼コミュニティ学会
後援：東洋大学アジア文化研究所
講師：丸山あかね氏（城西国際大学看護学部助手）

要旨：離島の生活や人との触れ合いに憧れてやってきた新米離島保健師の夢と現実。日々悪戦苦闘
して取り組んできた11年 8 か月の保健師活動。自身の八丈島での保健師活動を通しての離島とは？
離島での生きていくって何だろうを共に考える時間にしたい。

●日本華人教授会2019 年度（第16回）シンポジウム「グローバル新時代と日中の役割」
日時：2019年11月16日（土）
会場：東洋大学白山校舎125周年記念ホール
主催：日本華人教授会議
協力：東洋大学アジア文化研究所

要旨：グローバル化は人類社会文明発展の現象である。今，第四次産業革命といわれる様々な分野
における技術革新は，人類をグローバル新時代へ導いている。グローバル新時代へ向かっている今，
国際協力及びグローバルガバナンスは何を求めているか，それに向けての日中の役割は何か？と
いった問題を提起し検討していくことは本シンポジウムの趣旨である。

西北大学副学長　賈明徳教授　講演 会場風景
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プログラム
・�基調講演　福川伸次（学校法人東洋大学総長，元通商産業事務次官）
　�「日中協力，新次元の地平を拓こう─グローバリズムの進化とイノベーション展開を軸に─」
セッションⅠ：グローバル新時代と技術革新
①報告 1 ：趙強福（会津大学教授，コンピュータサイエンス部門長）
　「AIが人類社会にもたらすチャンスとチャレンジ」
②報告 2 ：任向実 （高知工科大学教授，Human-Engaged Computingセンター長）
　「人・コンピュータインタクラクションから人・コンピューター共進化へ」
③報告 3 ：黄礼丰（ファーウェイジャパン研究所顧問，工学博士）
　「5G：エッジアクセス技術がもたらす未来―情報技術の進歩は産業と社会の革新を促す」
セッションⅡ：グローバル新時代と国際秩序
①報告 1 ：戴二彪 （アジア成長研究所副所長，教授）
　「環黄海地域の実践から見た日中韓都市間協力の課題」
②報告 2 ：杜進（拓殖大学教授）
　「米中間の競争と協力：その世界的影響について」
③報告 3 ：李志東（長岡技術科学大学大学院教授）
　「グローバル新時代の低炭素社会構築に向けた日中の役割」

〈その他研究会・ワークショップ〉

●香港，マカオ法に関する共同研究会
日時：2019年 5 月22日（水）
会場： 東洋大学白山校舎 8 号館 7 階特別会議室
主催： 東洋大学アジア文化研究所（後藤プロジェクト）

要旨：�JICA独立行政法人国際協力機構，中国全
国人民代表大会常務委員会の民法室所属の
方を中心に総勢16名の皆様を迎え，「香港，
マカオ法に関する共同研究の第 2 回研究
会」が開催された。当研究所からは，後藤
プロジェクト研究分担者である井上貴也教
授の挨拶を皮切りに，大坂恵里教授をメイ
ンとし，芦野訓和教授ほか，学生が参加し，

「環境汚染と不法行為責任」というテーマ
を中心に，活発な意見交換が行われた。

●アジア文化研究所子島プロジェクト「モスクによる地域交流ワークショップ」
日時：2019年11月10日（日）
会場：東洋大学白山校舎10号館 1 階A101教室
主催：�東洋大学アジア文化研究所（井上円了記念研究助成　研究所プロジェクト「在日ムスリムに

よる多文化共生社会構築の試み－インドネシア人，トルコ人，パキスタン人の宗教ネットワー
クを事例に」研究代表者：子島 進）

研究会　会場風景
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プログラム
主題「モスク報告」
報告 1 　下山 茂
報告 2 　ハルーン・クレーシー
報告 3 　サラ クレシ好美
主題「大学との交流の可能性」
早稲田大学モスク会議　岡井 宏文
東洋大学運動会　子島 進
意見交換
まとめ・閉会あいさつ

要旨：�プロジェクト・メンバーの三沢（歴史学）
が，モスクの地域交流を研究する意義に
ついて，次のように述べた。

　　　�　日本のモスクによる社会活動が盛んに
なるにつれ，大学側も非常に関心を高め
ている。学生の関心も同時に高くなって
いる。戦前戦中期の日本の大学では，「回
教政策」の研究が中心となっていたが，
現代日本では，滞日ムスリムの増加，ム
スリム観光客の増加，そしてハラールの
ブームなどがあいまって，現在進行形の
モスクの活動に注目が集まっている。

　　　�　早稲田大学では店田先生や本日午後に報告する岡井先生を中心に，「全国モスク代表者会
議」を推進してきた。これは，日本における多文化共生を考え，実践していくうえで重要な
ものだったわけであるが，本日のワークショップもその延長線上に位置づけることができる。
モスクが日本で地域コミュニティとの関係をいかに構築し，維持し，さらに発展させようと
しているのか。現在，さらに未来志向という形で研究を進めていくことの意義を，本ワーク
ショップで改めて確認した。

会場風景

ワークショップ登壇者と参加者
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研究所所報──2018年度～2019年度

アジア文化研究所日誌（2019年 1 月～2019年12月）

（2018年度）

1 月
	 26日	 第 7 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．『研究年報2018年』第53号の編集について（研究年報奥付の付

記について）　 2 ． 3 月開催の総会の日程について 3 ．2019年度第
14回年次集会の日程について　 4 ．今年度後期の予算執行について
※ 1 月メール会議での審議事項含む　 5 ．平成31年度客員研究員登
録について　 6 ．平成31年度研究員登録について　 7 ．アジア文化
研究所平成30年度研究員総会について　 3 /14（木）開催　 8 ．平
成31年度研究班について　 9 ．平成31年度　第 6 回運営委員会（11
月 7 日開催）議事録（案）について　10．その他

			   【報告事項】
			   1 ．第13回年次集会（平成31年 1 月26日（土）13：00～）※12月メー

ル会議での決定事項報告　 2 ．出張について　 3 ．各作業部会から
の報告①各研究所プロジェクト活動状況について②各研究班活動状
況について③各担当について（集会，ホームページ，編集，国際）　 4 ．
その他

			   【協議事項】
			   1 ．2018年度運営委員会の開催日程について　 2 ．研究班のあり方

について　 3 ．大規模研究費申請のための枠組み作りについて　 4 ．
科研費申請支援体制づくりについて　 5 ．「アジア学」講座開設に
ついて

	 26日　年次集会	 【井上円了記念研究助成 （大型研究特別支援助成）】
			   「一帯一路」経済政策による中国経済の海外進展とその関係諸地域

に及ぼす文化的影響
			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

3 月
	 14日　第 8 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．平成30年度今後の予算執行予定について（平成30年 3 月12日以

降）　 2 ．研究年報の掲載規程について（今年度の掲載削除を踏ま
えて）　 3 ．継続・希望購入図書について　 4 ．平成30年度研究員
総会について（細則の内容確認含む）　 5 ．2019年度アジア文化研
究所運営委員構成について　 6 ．新規研究員・院生研究員登録（ 4
月14日締切）について　 7 ．平成30年度第 6 回アジア文化研究所運
営委員会（ 1 月26日開催）議事録（案）について　 8 ．その他
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			   【報告事項】
			   1 ．平成30年度研究所予算額について（内示）　 2 ．平成30年度研

究所プロジェクト・大型研究活動報告（提出期限：2019年 3 月 6 日）   
3 ．平成30年度研究所活動報告（提出期限：平成30年 5 月 8 日※昨
年度の締切，今年度未定　 4 ．各作業部会からの報告①各研究所プ
ロジェクト活動状況について②各研究班活動状況について③各担当
について（集会，ホームページ，編集，国際）　 5 ．平成30年度「研
究活動」報告および2019年度「研究活動」計画書　 6 ．2019年度研
究員・客員研究員登録・退所について　 7 ．その他

	 14日　　
　
平成30年度研究員
総会議題

	【協議事項】
			   1 ．2019年度運営委員会の開催日程について　 2 ．研究班のあり方

について　 3 ．大規模研究費申請のための枠組み作りについて　 4 ．
科研費申請支援体制づくりについて　 5 ．「アジア学」講座開設に
ついて

			   【議題】
			   1 ．平成30年度活動報告について　 2 ．平成30年度予算執行状況に

ついて　 3 ．2019年度事業計画について（予定）　 4 ．2019年度予
算（案）について5.2019年度運営組織（所長・運営委員）について　 6 ．
その他

			   【報告】
			   1 ．2019年度第 1 回運営委員会

4 月
	 18日　第 1 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．2019年度運営委員・任務分担について　 2 ．2019年度アジア文

化研究所事務担当者の執務体制及び研究所利用（鍵の管理について）   
3 ．2019年度研究員・院生研究員の新規登録について（登録締切：
4 月12日金曜日）　 4 ．2018年度研究所活動報告書（提出期日： 5
月13日月曜日）について　 5 ．2019年度研究所活動（集会，シンポ
ジウム，研究会予定）　 6 ．2019年度予算執行計画について　 7 ．
研究支援者，RA，ほかアルバイトについて　 8 ．各作業部会から
の報告①各研究所プロジェクト活動予定について②各研究班活動予
定について③各担当について（集会，ホームページ，編集，国際）    9 ．
2018年度第 8 回運営委員会（2019年 3 月14日開催）議事録（案）に
ついて　10．その他

			   【報告事項】
			   1 ．2018年度アジア文化研究所研究員総会（2019年 3 月12日）につ

いて　 2 ．2018年度予算執行結果について　 3 ．その他
			   【協議事項】
			   1 ．2019年度運営委員会の開催日程について　 2 ．研究班のあり方

について　 3 ．大規模研究費申請のための枠組み作りについて　 4 ．
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科研費申請支援体制づくりについて5.「アジア学」講座開設につい
て

			   【参考資料】
			   1 ．2019年度アジア文化研究所研究員・客員研究員・院生研究員名

簿　 2 ．附置研究所規程3.東洋大学アジア文化研究所細則	

5 月
	 22日　その他研究会等	 香港，マカオ法に関する共同研究の第 2 回研究会（井上円了記念研

究助成研究所プロジェクト　代表：後藤武秀）
			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

	 23日　第 2 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．研究所活動評価について　 2 ．各作業部会から①各研究所プロ

ジェクト活動予定について②各研究班活動予定について③各担当に
ついて（集会，ホームページ，編集，国際）　 3 ．2019年度研究所
活動（集会，シンポジウム，研究会予定）　 4 ．平成2019年度図書
購入について　 5 ．研究所予算執行状況について　 6 ．出張予
定　 7 ．研究所使用について　 8 ．平成2019年度第 1 回運営委員会

（ 4 月18日開催）議事録（案）について　 9 ．その他
			   【報告事項】
			   1 ．『研究年報第54号』2019年度原稿応募について（ 6 月 5 日締切）   

2 ．平成30年度研究所活動報告書（ 5 月13日締切）の提出について   
3 ．その他

			   【協議事項】
			   1 ．2019年度運営委員会の開催日程について　 2 ．研究班のあり方

について　 3 ．大規模研究費申請のための枠組み作りについて　 4 ．
科研費申請支援体制づくりについて　 5 ．「アジア学」講座開設に
ついて

	 25日　学会	 アジア文化研究所2019研究例会「離島における保健看護活動の展
開」・島嶼コミュニティ学会 【第18回 島カフェ】

			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

6 月
	 13日　第 3 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．『アジア文化研究所研究年報第54号―2019―』投稿申込採否審

議　 2 ．アジア文化研究所60周年記念について　 3 ．2020年度予算
要求について　 4 ．来年度プロジェクト継続について　 5 ．2019年
度10月期研究員，客員研究員，院生研究員申請について ※通知が
来ていないので締切未定　 6 ．2019年度図書購入について※ポ日辞
典の購入について　 7 ．研究所予算執行状況について　 8 ．研究所
使用について　 9 ．2019年度第 2 回運営委員会（ 5 月23日開催）議
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事録（案）について　10．その他
			   【報告事項】
			   1 ．2019年度研究所活動評価について 自己点検・評価票（ 7 / 8 締

切）　 2 ．出張予定　 3 ．各作業部会からの報告①各研究所プロジェ
クト活動状況について②各研究班活動状況について③各部会活動状
況について（集会，ホームページ，編集，国際）　 4 ．その他

			   【協議事項】
			   1 ．研究班のあり方について　 2 ．大規模研究費申請のための枠組

み作りについて　 3 ．科研費申請支援体制づくりについて4.「アジ
ア学」講座開設について

23日　シンポジウム	 アジア文化研究所公開国際シンポジウム
			   The Roots of the Japanese Policy against the Middle East and 

Islam： Reconsiderations on 100th Anniversary of Paris Peace 
Conference （1919）

			   日本の中東イスラーム政策の原点─パリ講和会議100周年を契機と
して─

			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

7 月
	 11日　第 4 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．2020年度予算要求について（ 9 月末提出）　 2 ．新規研究員，

客員研究員登録について　 3 ．秋期研究支援者，アルバイトの雇用
について　 4 ．2019年度研究所活動（集会，シンポジウム，研究会
予定）　 5 ．2019年度図書購入について　 6 ．研究所予算執行状況
について　 7 ．研究所使用について　 8 ．2019年度第 3 回運営委員
会（ 6 月13日開催）議事録（案）について　 9 ．その他 定期清掃
の件

			   【報告事項】
			   1 ．研究所活動評価について  自己点検・評価票（ 7 / 8 提出済）

6 /22-23開催　日本の中東イスラーム政策の原点─パリ講和会議
100周年を契機として─　 2 ．出張予定　 3 ．各作業部会からの報
告①各研究所プロジェクト活動状況について②各研究班活動状況に
ついて③各部会活動状況について（集会，ホームページ，編集，国
際）　 4 ．書籍整理状況　 5 ．その他

			   【協議事項】
			   1 ．研究班のあり方について　 2 ．大規模研究費申請のための枠組

み作りについて　 3 ．科研費申請支援体制づくりについて　 4 ．「ア
ジア学」講座開設について

	 13日　研究例会	 アジア文化研究所2018第 1 回研究例会
			   「中国経済のグローバル化と経済発展」（研究班代表・郝 仁平）
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			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

10月
	 17日　第 5 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．『アジア文化研究所研究年報－2019－』第54号刊行について　 2 ． 

アジア文化研究所60周年記念座談会について（11/16開催）　 3 ．
2019年度予算執行状況と今後の執行計画　 4 ．第14回年次集会につ
いて（ 1 /25開催）　 5 ．【附置研究所評価】2018（平成30）年度研
究活動評価について：回答書提出期限11/30　 6 ．研究活動につい
て　 7 ．2019年度アジア文化研究所運営委員の体制について　 8 ．
平成2018年度第 4 回運営委員会（ 7 月26日開催）議事録（案）につ
いて　 9 ．その他

			   【報告事項】
			   1 ．2020年度予算要求書について（ 9 月19日提出済み）　 2 ．2020

年度「井上円了記念研究助成」（研究所プロジェクト）の募集につ
いて（10月11日提出済み）　 3 ．私学事業団 学術振興資金への応募
について（ 9 /13提出済み）　 4 ．2019年度10月研究員・客員研究員
登録申請について（ 9 月 3 日提出済み）　 5 ．第 4 回運営委員会以
降の研究所関係集会，研究所利用について 6 ．出張報告　 7 ．各作
業部会からの報告①各部会活動状況について　（集会，ホームペー
ジ，編集，国際）②各研究所プロジェクト活動状況について③各研
究班活動状況について　 8 ．その他

			   【協議事項】
			   1 ．研究班のあり方について　 2 ．大規模研究費申請のための枠組

み作りについて　 3 ．科研費申請支援体制づくりについて　 4 ．「ア
ジア学」講座開設について

11月
	 10日　その他研究会等	 アジア文化研究所公開ワークショップ
			   「モスクによる地域交流ワークショップ」（井上円了記念研究助成研

究所プロジェクト　代表：子島進）
			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

14日　第 6 回運営委員会	 【審議事項】
			   1 ．第14回年次集会について（ 1 /25開催）　 2 ．2019年度予算執行

状況と今後の執行計画・継続図書の購入等　 3 ．今後の研究年報の
発送先について　 4 ．2020年度研究員・客員研究員・院生研究員募
集について　 2 月17日頃に締切　新規研究員・新規院生研究員のみ
4 月14日頃締切（※日程は昨年度，今年度は未定）　 5 ．2019年度
12月～ 3 月のスケジュールについて　 1 月25日（土）第 7 日回運営委
員会/ 1 月25日（土）年次集会/ 2 月第 8 回運営委員会/ 3 月第 9 回運
営委員会・研究員総会など　 6 ．2019年度アジア文化研究所運営委
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員の体制について　 7 ．研究活動について　 8 ．平成2019年度第 5
回運営委員会（10月17日開催）議事録（案）について　 9 ．その他

			   【報告事項】
			   1 ．『アジア文化研究所研究年報－2019－』第54号刊行について　創

立60周年記念号　 2 ．アジア文化研究所60周年記念座談会について
（11/ 9 開催） 　 3 ．各作業部会からの報告①各部会活動状況につい
て　（集会，ホームページ，編集，国際）　 4 ．その他

			   【協議事項】
			   1 ．研究班のあり方について　 2 ．大規模研究費申請のための枠組

み作りについて　 3 ．科研費申請支援体制づくりについて　 4 ．「ア
ジア学」講座開設について

	 16日　学会	 日本華人教授会2019 年度（第16回）シンポジウム「グローバル新
時代 と日中の役割」

			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

	 23日　シンポジウム	 アジア文化研究所共催 地域文化学会 公開シンポジウム「現代に活
かす韓国の思想」

			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

	 　　　シンポジウム	 アジア文化研究所公開シンポジウム「中国史研究と史料利用の現況
─漢籍・石刻・檔案─」（井上円了記念研究助成研究所プロジェク
ト　代表：千葉正史）

			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい

12月
	 21日　研究例会	 アジア文化研究所 第 2 回研究例会「一帯一路構想の進展と地域開

発」（研究班代表・郝 仁平）
			   ※詳細は本号所収の研究会合報告をご参照下さい
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「東アジア経済のグローバル化とガバナンスに関する研究」

代表者：井上貴也
研究員：後藤武秀，李芝妍
客員研究員：朱大明，高橋（佐々木）彩，張鋭智，中田有紀，深川裕佳，盛岡一夫，山形勝義

「構造転換期の中国経済と社会」

代表者：郝仁平
研究員：王学群，王雪萍，続三義，劉永鴿	
客員研究員：阿部照男，飯塚勝重，薛　軍，南亮進，横川伸，三浦明子

「海外駐在員のメンタルヘルス研究」

代表者：加藤千恵子
研究員：井上貴也，喜岡恵子，後藤武秀，土田賢省
客員研究員：山口　道宏

「東南アジアにおける地域社会のダイナミクス�
――宗教，教育，ジェンダーをめぐるグローバル化とローカル化」

代表者：後藤武秀
研究員：木内明，小林正夫，谷釜尋徳，長津一史，山本須美子
客員研究員：�石井隆憲，井上星児，太田辰幸，新江利彦，高津茂，中田有紀，中村理恵，服部美奈，

本多守，吉本康子，渡邉暁子

「多文化アジアにおける異文化接触と教育」

代表者：斎藤里美
研究員：野間信幸
客員研究員：王秋華，王浄華，木下江美，陳慧玲，陳俊森

「東アジア地域における統合と交流」

代表者：千葉正史
研究員：坂井多穂子
客員研究員：�飯塚勝重，石川重雄，大川正彦，大室智人，菊池良輝，小池直子，佐藤三千夫，鈴木

直美，高津茂，高橋継男，竹内洋介，都甲裕文，速水大，廖国一
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「中国の文化と社会」　

代表者：野間信幸
研究員：有澤晶子，井上貴也
客員研究員：田中路子

「トランスナショナリティ研究」

代表者：松本誠一
研究員：�後藤武秀，小林正夫，左地亮子，長津一史，バイラ・プラサド・ビレンドラ，村上一基，

山本須美子，平島みさ（奥村みさ）
客員研究員：�井出弘毅，植野弘子，加藤剛，金子正徳，工藤寿晴，金東光，権香淑，合地幸子，小

澤康則，塩崎（久志本）裕子，鈴木佑記，俵寛司，比嘉佑典，疋田聰，平田晶子，宮
下良子，盛田茂，森田良成，吉川美華，梁凌詩ナンシー，渡邉暁子

「近代日本・イスラーム世界関係史」

代表者：三沢伸生
研究員：子島進，高橋圭
客員研究員：�赤堀雅幸，安藤潤一郎，石井隆憲，今松泰，大塚修，奥山直司，シナン・レヴェント，

下山伴子，東長靖，仁子寿晴，ヌールッラー・サト，長谷部圭彦，福田義昭

「アジアにおけるフィールドワーク実践の歴史的展開に関する研究」

代表者：箕曲在弘
研究員：小林正夫，寺内大左，長津一史，子島進，松本誠一，山本須美子
客員研究員：植野弘子，鈴木佑記，間瀬朋子
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研究員・客員研究員・院生研究員紹介� 50音順

【2019年度   アジア文化研究所研究員】（◎所長，〇運営委員）

芦野訓和   有澤晶子   〇井上貴也   王亜新   王学群   王雪萍   大坂恵里   〇郝仁平   〇加藤千恵子   
〇木内明   喜岡恵子   木村一   顧サンサン   ◎後藤武秀   小林秀年   小林正夫   〇斎藤里美   坂井
多穂子   左地亮子   篠﨑正彦   続三義   高橋圭   高橋典史   谷釜尋徳   〇千葉正史   土田賢省   寺
内大左   〇長津一史   〇子島進   〇野間信幸   バイラ・プラサド・ビレンドラ   平島みさ（奥村み
さ）   〇松本誠一   〇箕曲在弘   〇三沢伸生   村上一基   山口しのぶ   山本須美子   李芝妍   劉永
鴿   鷲田任邦

【2019年度   アジア文化研究所客員研究員】

赤堀雅幸   阿部照男   安藤潤一郎   飯塚勝重   石井隆憲   石川重雄   井出弘毅   井上星児   今松泰   
植野弘子   王秋華   王浄華   大川正彦   太田辰幸   大塚修   大室智人   奥山直司   小澤康則   加藤
剛   金子正徳   菊池良輝   木下江美   金東光   工藤寿晴   権香淑   小池直子   合地幸子   佐藤三千
夫   塩崎（久志本）裕子   シナン・レヴェント   下山伴子   朱大明   新江利彦   鈴木直美   鈴木佑
記   薛軍   高津茂   高橋継男   高橋（佐々木）彩   竹内洋介   田中路子   俵寛司   陳慧玲   陳俊森   
都甲裕文   中田有紀   中村理恵   仁子寿晴   ヌールッラー・サト   長谷部圭彦   服部美奈   速水大   
平田晶子   張鋭智   比嘉佑典   東長靖   疋田聰   深川裕佳   福田義昭   本多守   間瀬朋子   三浦明
子   南亮進   宮下良子   盛岡一夫   盛田茂   森田良成   山形勝義   山口道宏   横川伸   吉川美華   
吉本康子   廖国一   梁凌詩Nancy   渡邉暁子

【2019年度   アジア文化研究所院生研究員】

荻翔一   小林栄輝   程楽   
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東洋大学アジア文化研究所研究年報　投稿規程
1．＜目的＞
　�　『アジア文化研究所研究年報』（以下、本誌という）は、東洋大学アジア文化研究所（以下、本研究

所という）の機関誌であり、広くアジアにかかわる研究成果をとりまとめて、原則として毎年 1 回、
年度末をめどに刊行する。

2 ．＜投稿資格者＞
　　本誌への投稿資格者は以下の者とする。
　⑴　本研究所の研究員・客員研究員。ただし研究員の共著においては、共著者の所属を問わない。
　⑵　本研究所の院生研究員。投稿については、本研究所院生研究員内規の定めに従う。
　⑶　本研究所の運営委員会が特別に依頼した者。
　⑷　「東洋大学研究倫理規程」を遵守すること。
3 ．＜原稿区分＞
　　本誌に掲載される原稿は、一般投稿原稿・プロジェクト報告原稿・それ以外のものに分ける。
4 ．＜採択＞
　�　投稿資格者には春学期期間中に事前の投稿希望を調査する。投稿原稿の調整や掲載の採否などは本

研究所運営委員会において審議のうえ決定する。
5 ．＜東洋大学学術情報リポジトリ登録＞
　�　投稿希望者は、投稿希望調査に際して、東洋大学学術情報リポジトリに登録し原稿を電子的に複写

してインターネットでアクセスできるようにすることの諾否を選択し、本研究所運営委員会に伝える。
意思表明のない場合は、登録を承諾したものとみなす。

執筆要領
1 �．投稿原稿は、図表・写真・注記・参考文献などを含めて、使用言語が、日本語・ハングルなどの場

合は、400字詰原稿用紙80枚以内（40字800行以内）、中国語の場合は400字詰原稿用紙50枚以内（40字
500行以内）で作成すること。アルファベット表記の外国語の場合は、13,000語以内で作成すること
とする。プロジェクト報告書に関しては運営委員会において審議の上で枚数を決定する。

2 �．投稿原稿には、以下のものを、順に記載すること。①題名（副題がある場合には副題も）、②著者名、
③所属・身分（東洋大学以外に本務先がある場合には本務先も）、④キーワード（日本語もしくは外
国語・ 5 つ程度）⑤本文、⑥注記・参考文献（引用文献）

　※�なお、日本語投稿原稿の場合は英文情報（題名・著者名・所属・身分・要旨200ワード程度）、外国
語投稿原稿の場合には和文情報（題名・著者名・所属・身分・要旨200字程度）を合わせて提出す
ること。

　＊申請後の題名の大幅な変更は認めない。
3 �．図・表・写真を添付する場合は、以下のことに留意すること。
　⑴　そのまま原稿として使用できる状態で提出をすること。
　⑵　本文における挿入箇所は投稿原稿の欄外に赤字で指示を明記すること。
　⑶　通し番号・記号・キャプションを付す場合には投稿原稿の欄外に赤字で指示を明記すること。
　⑷　図・表・写真に関しては、運営委員会の判断により、点数・大きさなどを変更する場合がある。
4 ．提出原稿は、付記の表記法にもとづき、完成原稿を提出すること。
5 ．外国語特殊文字に関しては、投稿原稿の当該部分に赤丸をつけ欄外に赤字で指示を明記すること。
6 ．投稿の際は、以下のものを提出すること。
　　①　投稿添付書の電子媒体（連絡先、要旨等）
　　②　原稿の電子媒体（wordもしくは一太郎データ）
　　③　原稿の電子媒体（PDF）もしくは、原稿の紙媒体を提出することとする。
　　④投稿論文チェックリストの電子媒体
　　※上記の提出については、メール添付、郵送、持参を可とする。
7 ．原稿提出締切日、採択の場合の著者校正などの日程は本研究所運営委員会より別途連絡する。
8 ．投稿原稿は採否にかかわらず原則返却しない。
9 ．不明な点は、本研究所運営委員会編集担当および本研究所付事務方に問い合わせるものとする。

付則：投稿規程の改定
本投稿規程は必要に応じて運営委員会の議を経て改定するものとする。
� （2019年 4 月18日改定）
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